
加茂市立七谷小学校

学校だより
令和４年２月１５日

№４８６号
http://www.ginzado.ne.jp/～7tnj-k/

教育目標 ゆたかなまなび たのしいなかま げんきなからだ e-mail k-7tnj@educet.plala.or.jp

重点目標 ともに高め合う 七谷っ子

１月２８日（金）は、４～６年生のレインボー発表会、１～３年生の道徳の授業参観を実施し
ました。多くの保護者の方からご来校いただき、ありがとうございました。
以前の学校便りでもお伝えさせていただきましたが、レインボー発表会は、取組の過程を通し

て「七谷１５歳の子ども像」を育むことを目的としています。また、GIGAスクール構想により、
１人１台ずつ配付されたタブレットを活用し、子どもたちは自分たちが伝えたいことをプレゼン
テーションする力を身に付けました。発表する姿はいかがだったでしょうか。
子どもたちの自己評価は次の通りです。 ウラに続きます→

つつじが丘
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【子どもの自己評価】※４段階評価（４：できた～１：できない）の平均値

４年生 ５年生 ６年生 全 体

自己形成力 自分で考えて練習したか。 ４．０ ３．７ ３．３ ３．７

やり抜く力 最後まで練習、準備をしたか。 ３．９ ４．０ ３．８ ３．９

共 感 力 みんなと一緒に頑張ったか。 ３．８ ３．９ ３．３ ３．７

共 感 力 他学年の発表のいいところを見つけたか。 ３．８ ３．７ ３．８ ３．８

共 感 力 感想を発表できたか。 ４．０ ３．４ ４．０ ３．８

郷 土 愛 七谷のいいところが言えるか。 ４．０ ４．０ ４．０ ４．０

「郷土愛」に関わって、発表会後に子どもたちが書いたことを紹介します。

・七谷米はとてもおいしくて、自慢したいです。七谷は、太鼓・笛もあるので自慢したいです。
（４年生）

・七谷小の米作りに協力してくれる人がいる。冬鳥越、水源地などがあって、川もきれい。
（４年生）

・６年生の発表で、水源地は炭火体験やバーベキューなどができるなど、いいところがいっぱ
いありました。 （５年生）

・４年生の発表は、自然と伝統を細かく説明していてよかったし、七谷の魅力を伝えまくって
いました。６年生の発表は、前のプランと伝統を一緒に発表していて、プランは七谷をより
よくしている発表で、やっぱりすごい！と思いました。 （５年生）

・４年生の最後の紙（七谷紙）の発表は、知らなかったのですごく勉強になりました。（６年生）
・七谷のお米はおいしいこと、山や川がきれいなこと、七谷にはいろいろな施設があることが
わかりました。 （６年生）

保護者の方からも、
・観察してわかったことを、しっかり発表できていたと思います。
・難しい内容も、子どもたちの意見を加えての発表で驚きました。とてもわかりやすくて勉強に
なりました。

・みんな気持ちを込めて伝えていたところが、とってもよかったと思います。
・太鼓、すばらしかったです。
・写真や映像を使っていて、わかりやすかったです。
など、子どもたちの頑張りを褒めていただくコメントをたくさんいただきました。アンケートに
ご協力いただき、ありがとうございました。
また、４年生の発表には、国土交通省信濃川河川事務所副所長の渡邊様から、ZOOM によるオ

ンラインでご参加いただきました。渡邊様からは、
・とてもわかりやすい発表であったこと。
・加茂川をきれいにするために、自分たちでできることを考え、実行しているところがすばらし
いこと。

などを伝えていただきました。４年生の子どもたちにとってもうれしいできごとでした。

レインボー学習は、地域のよさの再発見です。子どもたちは本物や実物に触れ、人との関わり
を通して、多くのことを学びました。そして発表会を通して、子どもたちは自分たちの学びと地
域に自信と誇りをもつことができたのではないかと思います。ご支援・ご協力いただきました、
すべての皆様に心から感謝申し上げます。

□ 大回転
小学生女子低学年の部 第１位

第64回加茂市総合体育大会スキー大会 高学年の部 第２位
□ 回転 小学生男子低学年の部 第２位
小学生女子の部 第３位 高学年の部 第１位
小学生男子の部 第１位

第６位 最優秀選手賞

子どもたちの活躍



スキー学習の最後は、三川温泉スキー場でのスキー教室です。子どもたちは、自分の技術の向
上を実感でき、とても楽しかったようです。

目指そう もう１歩の前進 スキー教室！

ご協力いただきました、保護

者ボランティアの皆様、これま

でご指導いただいた加茂スキ

ークラブの皆様、ありがとうご

ざいました。



【短なわの部】
低学年は１人２種目以上、３年～６年生は３種目以上の出場を目指し、挑戦した短なわの部。

１分間でどれだけ跳ぶことができるか、まさに「もう１歩の前進」にチャレンジです。

○優勝者紹介 あ 後ろ二重跳び （６年）
前回し （４年） 二重跳び （５年） サイドクロス二重 （６年）
前掛け足跳び （６年） 前交差跳び （３年） サイドクロス （４年）
後ろあや跳び （４年） 前あや跳び （５年） 前あや二重跳び （６年）
後ろ交差跳び （３年） 後ろ回し （４年） 後ろ駆け足跳び （４年）

【長なわの部】
「みどりの仲間」の班が２つずつ一緒になって、チームを作りました。３分間でどれだけ跳べ

るか、そしてこれまでの練習時の最高記録を超えることができるかにチャレンジしました。

もちろん、苦手な子もいます。特に１年生には難しいです。何度も引っかかります。それでも
子どもたちは、「大丈夫だよ。」「跳んでみよう。」と優しく声をかけるのです。そして、跳べたと
きには、「跳べた！」といって、チームの子、みんなが拍手するのです。心が震えるくらい、感動
しました。

○優勝 ３・６班
○ベストチャレンジ賞 １・２班 ３・６班 ４・５班（すべてのチームが自己新記録！）

長なわが終わった後、各チームで感想発表をしました。
「みんなで練習してきてよかったです。」
「みんなで練習や大会をして、楽しかったです。」
自分や仲間の頑張りを子どもたちなりに称える言葉がたくさん聞かれました。「技」も「心」も成
長した「なわとび大会」でした。

目指そう もう１歩の前進 縄跳び大会！

新１年生と交流しました級外の先生が読み聞かせ１・２年生 心の鬼を退治しました

できごと紹介


